（様式２）
CO2削減効果算定書
・開発する製品・技術等が商品化・実用化された年（20XX年）から、2030年度までのエネルギー起源CO2の削減効果について以下の表により算定すること。
・該当しない項目は削除してください

★開発対象が製品の場合
〇開発する製品が完成品の場合
１　製造時のCO2削減量
	（１製品あたりの）
既存品のCO2排出量(a)
	kg
	（１製品あたりの）
開発品のCO2排出量(b)
	kg

	削減量(c=a-b)
	kg


※以下に（１製品あたりの）既存品のCO2排出量(a)及び（１製品あたりの）開発品のCO2排出量(b)の算定プロセス（計算方法等）を記載すること。（計算式が足りない場合は、別紙に記載すること。）
・（１製品あたりの）既存品のCO2排出量(a)の算定プロセス（計算方法等）
　〇〇×〇〇＝
・（１製品あたりの）開発品のCO2排出量(b)の算定プロセス（計算方法等）
　□□×□□＝
	年
	20XX年
	・・・
	・・・
	・・・
	2030年
	計

	生産量(d)
	
	
	
	
	
	

	削減量の総計
(c×d)
	kg
	kg
	kg
	kg
	kg
	A



２　完成品使用時のCO2削減量
	（１製品あたりの）
既存品のCO2排出量
（年間）(e)
	
kg/年
	（１製品あたりの）
開発品のCO2排出量
（年間）(f)
	
kg/年

	削減量(g=e-f)
	kg/年


※以下に（１製品あたりの）既存品のCO2排出量(e)及び（１製品あたりの）開発品のCO2排出量(d)の算定プロセス（計算方法等）を記載すること。（計算式が足りない場合は、別紙に記載すること。）
・（１製品あたりの）既存品のCO2排出量(e) の算定プロセス（計算方法等）
　●●×●●＝	
・（１製品あたりの）開発品のCO2排出量(d) の算定プロセス（計算方法等）
　■■×■■＝
	年
	20XX年
	・・・
	・・・
	・・・
	2030年
	計

	販売数(h)
	
	
	
	
	
	

	削減量の総計
(g×h)
	kg
	kg
	kg
	kg
	kg
	B



CO2排出削減量＝A＋B＝　　　　　　kg

〇開発する製品が部品の場合
１　部品製造時のCO2削減量
	（１製品あたりの）
既存部品のCO2排出量(i)
	kg
	（１製品あたりの）
開発品のCO2排出量(j)
	kg

	削減量(k=i-j)
	kg


※以下に（１製品あたりの）既存部品のCO2排出量(i)及び（１製品あたりの）開発品のCO2排出量(j)の算定プロセス（計算方法等）を記載すること。（計算式が足りない場合は、別紙に記載すること。）
・（１製品あたりの）既存部品のCO2排出量(i) の算定プロセス（計算方法等）
　〇〇×〇〇＝
・（１製品あたりの）開発品のCO2排出量(j) の算定プロセス（計算方法等）
　□□×□□＝
	年
	20XX年
	・・・
	・・・
	・・・
	2030年
	計

	生産量(l)
	
	
	
	
	
	

	削減量の総計
(k×l)
	kg
	kg
	kg
	kg
	kg
	A



２　（部品が用いられる製品）使用時のCO2削減量
	（１製品あたりの）
既存品のCO2排出量
（年間）(m)
	kg/年
	（１製品あたりの）
開発品のCO2排出量
（年間）(n)
	kg/年

	削減量(o=m-n)
	kg/年


※以下に（１製品あたりの）既存品のCO2排出量(m)及び（１製品あたりの）開発品のCO2排出量(n)の算定プロセス（計算方法等）を記載すること。（計算式が足りない場合は、別紙に記載すること。）
・（１製品あたりの）既存品のCO2排出量(m) の算定プロセス（計算方法等）
　●●×●●＝
・（１製品あたりの）開発品のCO2排出量(n) の算定プロセス（計算方法等）
　■■×■■＝
	年
	20XX年
	・・・
	・・・
	・・・
	2030年
	計

	販売数(p)
	
	
	
	
	
	

	削減量の総計
(o×p)
	kg
	kg
	kg
	kg
	kg
	B



CO2排出削減量＝A＋B＝　　　　　　kg

★開発対象が生産工程の場合
	既存工程での１製品あたりのCO2排出量(q)
	kg
	開発する工程での１製品あたりのCO2排出量(r)
	kg

	１製品あたりの
CO2削減量(s=q-r)
	kg


※以下に既存工程での１製品あたりのCO2排出量(q)及び、開発する工程での１製品あたりのCO2排出量(r)の算定プロセス（計算方法等）を記載すること。（計算式が足りない場合は、別紙に記載すること。）
・既存工程での１製品あたりのCO2排出量(q) の算定プロセス（計算方法等）
　〇〇×〇〇＝
・開発する工程での１製品あたりのCO2排出量(r) の算定プロセス（計算方法等）
　□□×□□＝
	年
	20XX年
	・・・
	・・・
	・・・
	2030年
	計

	生産量
（販売量）(t)
	
	
	
	
	
	

	削減量の総計
(s×t)
	kg
	kg
	kg
	kg
	kg
	A



CO2排出削減量＝A＝　　　　　kg





	・算定根拠の留意点
本事業によって開発する製品・技術等と既存のものを詳細な計算根拠をもって比較すること。
完成品及び部品の場合には、原材料の入手から廃棄までのライフサイクル全体でのCO2削減効果を算定すること。
CO2削減量の試算に当たっては、一般社団法人日本電機工業会のHP＜LC-CO2排出量　簡易算出手法＞（※1）、地球温暖化対策事業効果算定ガイドブック＜補助事業申請用＞（※2）等を参考にしてください。
※1： http://jema-net.or.jp/Japanese/env/02_LCA_tools/index.html
※2： http://www.env.go.jp/earth/ondanka/biz_local/gbhojo.html






